
1

Vol.
727

ASSAB
U Tow

n 202
4.7広報 厚

あ　っ
　さ　ぶ

沢 部

迫力ある当路鹿子舞

迫力ある当路鹿子舞

【表紙 ： 『第３４回館城跡まつり ・当路鹿子舞』 より【表紙 ： 『第３４回館城跡まつり ・当路鹿子舞』 より～関連記事３頁～関連記事３頁】】



3 2

地
域
貢
献
活
動
に
対
し
て

能
登
谷
建
設
㈱
に

感
謝
状
を
贈
呈

　

６
月
７
日

（金）
、
町
は
畑
内
川
左

岸
側
の
壁
部
修
繕
を
行
っ
た
能
登

谷
建
設
㈱
（
能
登
谷
謙
一
代
表
取

締
役
）へ
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

佐
藤
町
長
は
「
放
置
し
て
お
け
ば

壁
部
が
崩
壊
し
、
大
雨
の
際
に
河

川
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
。
水
害
の

未
然
防
止
・
町
民
の
安
全
の
た
め

に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
た
い
。」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
能
登
谷
社
長
に
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

▲佐藤町長と能登谷社長で記念撮影
　

６
月
６
日

（木）
、厚
沢
部
消
防
署
に
新
し
い
救
急
車
が
納
車
さ
れ
ま
し
た
。

旧
救
急
車
は
平
成
24
年
か
ら
約
12
年
間
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
の

た
め
、
交
替
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
救
急
車
に
は
、
道
南
の
自
治
体
で
は
初
の
「
電
動
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
」
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
今
ま
で
人

力
で
行
っ
て
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
上
げ
下
げ
や
救
急
車
の
出
し
入
れ

を
電
動
で
行
う
た
め
、
振
動
が
少
な
く
な
り
、
傷
病
者
へ
の
負
担
軽
減
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

太
田
主
幹
（
兼
救
急
係
長
）
は

 

「
電
動
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
機
能

を
最
大
限
に
活
か
し
、
傷
病
者
を

よ
り
安
全
に
搬
送
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

厚
沢
部
消
防
署
へ

　

最
新
鋭
の
救
急
車
が
納
車

　

６
月
３
日

（月）
、
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
「
全
国
危
険
物
安
全
大
会

表
彰
式
」
に
お
い
て
、
佐
々
木
俊

司
氏
（
厚
沢
部
町
危
険
物
安
全
協

会
会
長
）
が
、
一
般
財
団
法
人
全

国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
氏
は
、
厚
沢
部
町
危
険

物
安
全
協
会
会
長
と
し
て
危
険
物

の
事
故
防
止
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
区
協
会
の
推
進
と
円
滑
な

運
営
に
取
り
組
ま
れ
、
各
種
研
修

会
、
講
習
会
等
の
活
動
を
通
じ
て

会
員
相
互
の
親
睦
や
連
携
強
化
を

図
る
な
ど
、
地
区
協
会
の
運
営
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
佐
々
木
氏
は
、
平
成
28

年
か
ら
北
海
道
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
理
事

を
務
め
、
北
海
道
全
般

を
視
野
に
入
れ
た
危
険

物
施
設
の
災
害
防
止
対

策
の
推
進
等
に
ご
尽
力

さ
れ
、
北
海
道
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
の
運

営
に
も
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
円
滑
な
運
営
と
発
展

向
上
の
貢
献
に
対
す
る

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

佐
々
木
俊
司
氏

全
国
危
険
物
安
全
協
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長
表
彰
を
受
彰

▲納車された新救急車

▲新たに電動ストレッチャーが配備されています。
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５
月
に
３
週
に
渡
っ
て
放
送
さ

れ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ロ
ー
カ
ル
フ
レ
ン

ズ
滞
在
記
厚
沢
部
編
」。
視
聴
し

て
く
れ
た
方
々
か
ら
の
あ
た
た
か

い
言
葉
に
毎
回
心
が
ポ
カ
ポ
カ
し

て
い
る
中
村
で
す
！

　

担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
1
か
月

地
域
に
滞
在
し
、
そ
の
土
地
の
宝

を
見
つ
け
て
い
く
と
い
う
番
組

で
、
今
回
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
東

京
出
身
の
南
﨑
美
玖
さ
ん
。
私
の

娘
で
も
い
い
く
ら
い
若
い
女
の
子

で
し
た
。

　

ロ
ー
カ
ル
フ
レ
ン
ズ
に
選
ば
れ

て
か
ら
は
、
私
の
周
り
の
大
好
き

な
厚
沢
部
町
の
方
々
に
ス
ポ
ッ
ト

が
当
た
る
よ
う
に
と
沢
山
の
情
報

を
お
話
し
た
の
が
つ
い
先
日
の
よ

う
で
す
。
南
﨑
さ
ん
も
そ
れ
に
応

え
る
べ
く
歩
い
た
り
自
転
車
で
町

の
中
を
取
材
し
て
く
れ
て
１
週
間

も
す
る
と「
あ
～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
～
」

な
ん
て
声
を
か
け
て
き
て
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
に
も
ほ
っ
こ
り
。
忘

れ
ん
坊
で
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い

の
似
た
者
同
士
の
取
材
劇
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
協
力
と
、
編
集
は

し
っ
か
り
者
の
南
﨑
さ
ん
の
お
か

げ
で
厚
沢
部
町
の
町
民
性
、
真
の

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
ふ
れ
た
放

送
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
た
く
さ
ん
撮
っ
た
の
に
５
分

で
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
映
っ
て
な

い
！
」
と
、
思
わ
れ
て
い
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
チ
ャ

ン
ス
は
あ
り
ま
す
。
７
月(

放
送

日
未
定)

に
は
な
り
ま
す
が
、
厚

沢
部
編
の
総
集
編「
30
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」

が
放
送
さ
れ
ま
す
。
詳
細
が
分
か

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

厚
沢
部
は
こ
れ
か
ら
が
夏
本

番
！
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ
・
夏
ま

つ
り
。
南
﨑
さ
ん
は
ま
た
遊
び
に

来
て
く
れ
そ
う
で
す
ね
！
「
お
か

え
り
～
」
で
出
迎
え
し
ま
し
ょ

う
！

厚
沢
部
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

中
村　

和
恵

　

お
見
逃
し
は
こ
ち
ら
か
ら

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」

ロ
ー
カ
ル
フ
レ
ン
ズ

　
　
　
　

厚
沢
部
編
に
つ
い
て

▼南﨑ディレクター（左）と中村隊員（右）

第
２
回
町
議
会
定
例
会

　

令
和
６
年
『
第
２
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、

令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
案
や
条
例
の
改
正
案
３
件
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
８
月
号
』
及
び
『
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
３
３
６
０
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
50
億
４
９
８
３
万

７
千
円
と
し
ま
す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
子
育
て
支
援

ギ
フ
ト
開
発
に
伴
う
地
域
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
委
託
料
、
戸

籍
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
、

定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
支
援

業
務
委
託
料
、
特
養
あ
っ
さ
ぶ
荘

や
ま
ぶ
き
浴
室
改
修
事
業
費
補
助

金
、
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業
傾
斜
計
測
業
務
委
託
料
、
林

道
橋
梁
補
修
工
事
設
計
業
務
委
託

料
、
函
館
空
港
ア
ク
セ
ス
改
善
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
負
担
金
、
義
務

教
育
学
校
整
備
検
討
委
員
会
の
開

催
経
費
と
基
本
方
針
策
定
支
援
業

３
条
例
の
改
正

　

保
育
所
等
に
お
け
る
満
３
歳
以

上
の
児
童
に
係
る
保
育
士
・
保
育

従
事
者
の
配
置
基
準
の
改
正
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
お
よ
び

地
方
自
治
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。　

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

う
ず
ら
温
泉
改
修
工
事
建
築
主

体
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

務
委
託
料
、
鶉
小
学
校
閉
校
記
念

事
業
費
、
給
付
型
奨
学
金
の
増
額

補
正
な
ど
で
す
。
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▲元ファイターズガール中川めいさんとヒップホップシネガのコラボ！　キツネダンスからスタート！

▲戦没者慰霊祭も行われました。

▲館小児童による花笠音頭。ポーズがキマりました！

『第 34 回館城跡まつり』が開催『第 34 回館城跡まつり』が開催

▲館城跡発掘現地説明会 ▲今年もビンゴ特賞は特大テレビ！

　館城跡まつり実行委員会（細畑幸治委員長）主催『第 34　館城跡まつり実行委員会（細畑幸治委員長）主催『第 34
回館城跡まつり』が６月９日（日）、館地域振興センターで回館城跡まつり』が６月９日（日）、館地域振興センターで
開催されました。雨天でしたが、約５００名が来場。開催されました。雨天でしたが、約５００名が来場。
　会場には、キッチンカーが集合し、飲食をしながら歌謡シ　会場には、キッチンカーが集合し、飲食をしながら歌謡シ
ョー、こども園年長児・館小学校児童やあっさぶヒップホッョー、こども園年長児・館小学校児童やあっさぶヒップホッ
プシネガによる踊り、こども和太鼓や当路鹿子舞の披露、豪プシネガによる踊り、こども和太鼓や当路鹿子舞の披露、豪
華景品が当たるビンゴ大会など多くの催しを満喫でき、会場華景品が当たるビンゴ大会など多くの催しを満喫でき、会場
には笑顔が咲きました。には笑顔が咲きました。

▲こども園年長児によるダンス！保護者はメロメロ～

▲道高夫妻による歌謡ショー ▲砂原権現太鼓の披露！ ▲当路鹿子舞の演舞！

厚沢部小学校・館小学校で運動会を開催！厚沢部小学校・館小学校で運動会を開催！

▲１００万ドルを運ぶ！

館小学校　運動会テーマ「ガッツだぜ！みんなで汗かいて盛り上がって go ！」

▲おらいもロープ　大ジャンプ！

厚沢部小学校　運動会テーマ「一走入魂」

６月２日（日）、厚沢部小学校・館小学校の運動会が開催されました。

各競技に一生懸命に取り組む児童たちの姿に

家族や地域住民からは大きな声援が送られました。

▲笑顔でバトンパス！ ▲高学年リレー、接戦でした！

▲校長先生の旗の色を直感で予想！ ▲部活動経験者を借り人！

館小学校にて「移動理科教室」が開催
　６月 19 日（水）、館小学校にて「移動理科教室」が開催され

ました。北海道立教育研究所（江別市）からサイエンスカー「わ

くわくじっけん号」が館小学校にやってきました。液体窒素の

実験やサイエンスカー搭載機器体験、化石のレプリカ作成など

の体験を通じて児童の興味関心（わくわく）が刺激される機会

となりました。

▲液体窒素の実験。煙、音に驚き！ ▲本物の化石をかたどり作りました！ ▲静電気発生装置に興奮！
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泥
ん
こ
！

　

田
植
え
を
体
験

素敵な過疎のまちのあゆみ

▲カワヤツメの幼生を優しく川へ放流しました。

▲転びながらも、上手に苗を植えました！

花
を
通
じ
て

　

人
権
へ
の
理
解
を

　
　
　
　

深
め
よ
う

▲学校前の花壇に花をたくさん植えました！

サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
を

　

通
し
て
多
世
代

　
　

交
流
を
図
る　
　

特
殊
詐
欺
に
要
注
意

　

防
犯
協
会
が
啓
発

▲振り込め詐欺等の防止に向けて啓発運動が行われました。

▲赤沼町の方々と一緒にサツマイモを植えました。

素敵な過疎のまちのあゆみ

　

５
月
30
日

（木）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
し
し
ま
い
組
（
年

長
児
）
は
、
滝
野
の
三
上
正
美
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
お
米
の
苗

植
え
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
は
ぬ
か
る
む
泥
に
足
を
取
ら
れ

て
苦
戦
し
つ
つ
も
田
植
え
に
慣
れ
て
く
る
と
、
「
苗
ち
ょ
う

だ
い
！
」
「
綺
麗
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
た
―
！
」
と
元
気

な
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
「
こ
ろ
ん

じ
ゃ
っ
た
～
」
と
笑
い
な
が
ら
泥
ん
こ
に
な
っ
て
い
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
秋
に
は
収
穫
体
験
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

園
児
た
ち
は
、
実
り
の
秋
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
31
日

（金）
、
厚
沢
部
小
学
校
の
４
年
生
13
名
は
、
自
分

た
ち
の
手
で
大
事
に
育
て
ふ
化
さ
せ
た
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
幼
生

３
０
０
０
匹
ほ
ど
を
赤
沼
橋
下
の
河
川
敷
で
安
野
呂
川
に
放

流
し
ま
し
た
。
始
め
に
放
流
後
の
幼
生
の
活
動
の
仕
方
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
後
、
大
事
に
育
て
た
幼
生
を
優
し
く
川
へ

放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
後
、
生
徒
は
「
た
く
さ
ん
の
幼
生
を
放
流
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
厚
沢
部
の
川
へ
ま
た
戻

っ
て
き
て
ほ
し
い
」と
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

自
分
達
で
育
て
た

 

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
を

　

厚
沢
部
川
へ
放
流

　

厚
沢
部
町
人
権
擁
護
委
員
は
人
権
啓
発
活
動
の
一
環
で
、

町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
、
各
小
中
学
校
に
「
人
権
の
花
」
を

贈
り
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
学
校
に
配
布
さ
れ
た
花
を
子
ど
も
た
ち

が
協
力
し
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
命
の
尊
さ
を
実
感
し
、

豊
か
な
心
を
育
み
、
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を
体
得
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
４
日

（火）
、
鶉
小
学
校
児
童
は
町
人
権
擁
護
委
員
と
と

も
に
同
校
花
壇
に
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
後
は
『
人

Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
君
』
と
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
り
、
人
権
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
６
日

（木）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
し
し
ま
い
組
（
年

長
児
）
は
、『
あ
か
ぬ
ま
サ
ロ
ン
』
に
て
赤
沼
町
地
区
の
方
々

と
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
植
え
方
を

教
わ
り
な
が
ら
丁
寧
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
植
え
終
わ
る
と

園
児
た
ち
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
！
ま
た
や
り
た
い
！
」
と
の

声
が
聞
こ
え
、
赤
沼
町
内
会
の
皆
さ
ん
も
笑
顔
で
園
児
た
ち

に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
前
号
で
も
紹
介
し
た
園
庭
に
あ

る
窯
で
焼
き
芋
を
計
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
楽
し
み
で
す

ね
。

　

６
月
12
日

（水）
、
厚
沢
部
商
工
会
青
年
部
は
、
役
場
職
員
や

土
地
改
良
区
職
員
等
と
協
力
し
合
い
、
レ
ク
の
森
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
全
国
の
商
工
会
青
年
部
が
地
域
に
お
け
る

『
絆
』
に
感
謝
す
る
全
国
統
一
の
運
動
と
し
て
展
開
。
青
年

部
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
テ

ー
マ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
業
を
行
っ
た
加
向
喜
行
部
長
は
「
様
々
な
機
関
の
方
に

も
協
力
し
て
も
ら
い
、
絆
を
深
め
る
こ
と
で
き
た
。
大
変
あ

り
が
た
い
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
を
気
持
ち
よ
く
利
用
し

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

商
工
会
青
年
部

　
　

絆
感
謝
運
動

　
　
　

ペ
ン
キ
塗
り

▲協力してペンキを塗りました。

　

年
金
の
支
給
日
で
も
あ
る
６
月
14
日

（金）
、
江
差
地
区
防
犯

協
会
と
江
差
警
察
署
は
「
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す
る

特
殊
詐
欺
に
注
意
し
て
」
と
道
南
う
み
街
信
用
金
庫
厚
沢
部

支
店
前
に
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
厚
沢
部
支
店
を
訪

れ
た
約
15
人
の
方
へ
啓
発
品
を
配
布
し
、「
ま
ず
疑
い
、
す

ぐ
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
皆
様
も
特

殊
詐
欺
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

不
審
な
電
話
や
被
害
の
相
談
に
つ
い
て
は
、

　

警
察
相
談
専
用
電
話　

☎
（
♯
９
１
１
０
）

ま
た
は
、
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより
文責　厚沢部町教育委員会

Ｒ６.７ Ｎ o.08

い
じ
め
防
止
条
例
制
定

７
月
の
主
な
学
校
行
事

２
日

（火）
・
３
日

（水）
中
体
連

　
　
　
　
　
　
　

球
技
大
会

９
日

（火）
厚
中
参
観
日

　
　

小
学
校
修
学
旅
行
集
合
学
習

10
日

（水）
館
小
参
観
日

11
日

（木）
厚
小
・
鶉
小
児
童
交
流

　
　
　

厚
小
・
鶉
小
参
観
日

12
日

（金）
小
学
校
修
学
旅
行

　
　
　
　
　
　

集
合
学
習

16
日

（火）
厚
中
開
校
記
念
日

26
日

（金）
１
学
期
終
業
式

27
日

（土）
夏
休
み
（
～
８
月
25
日
）

　

６
月
13
日

（木）
に
行
わ
れ
た
第
２

回
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、「
厚

沢
部
町
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す

る
条
例
」
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
い
じ
め
の
定
義
は
国
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
児
童
等
と
一
定
の
人
的
関
係
に

あ
る
他
の
児
童
等
が
行
う
心
理
的

又
は
物
理
的
な

影
響
を
与
え
る

行
為
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
含
む
）

に
よ
り
、
児
童

　

令
和
６
年
２
月
１
日
～
３
月
31

日
の
期
間
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
で
す
。

〇
方
法　

無
記
名
式
・
ネ
ッ
ト
及

　
　
　
　

び
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に

　
　
　
　

よ
る
調
査

〇
集
計
対
象　

こ
ど
も
園
～
中
学

　
　
　
　
　
　

校
保
護
者

〇
回
収
率
（
世
帯
）
５
６
．
７
％

□
賛
成
の
主
な
理
由

・
児
童
生
徒
数
の
減
少
が
顕
著

・
教
育
環
境
向
上
へ
の
期
待

・
学
校
施
設
老
朽
化
へ
の
対
応

・
社
会
性
の
向
上
へ
の
期
待

・
行
事
や
活
動
の
内
容
拡
大

・
地
域
社
会
の
連
携
へ
の
期
待

□
ど
ち
ら
で
も
な
い
の
主
な
理
由

・
不
安
、
寂
し
さ

・
時
間
割
と
通
学
へ
の
懸
念

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
説
明
不
足

・
校
舎
共
用
に
関
す
る
説
明
不
足

・
地
域
へ
の
影
響
の
懸
念

・
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考

　

え
る
と
判
断
で
き
な
い

□
反
対
の
主
な
理
由

・
環
境
変
化
の
機
会
の
損
失

・
高
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
リ
ス
ク

・
新
し
い
同
級
生
や
教
師
と
の
出

町内小中学校運動会・体育祭

　各学校で運動会・体育祭が行われました。鶉

小と厚沢部中の運動会・体育祭は前号の広報あ

っさぶで詳しく紹介されています。

厚沢部小学校

鶉小学校

館小学校

厚沢部中学校

等
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
」

　

昔
は
、
け
ん
か
や
ふ
ざ
け
あ
い

は
、
そ
の
場
で
指
導
す
る
こ
と
で

解
決
す
る
も
の
と
し
て
「
い
じ
め

の
扱
い
」
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
は
「
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
」
と
し
て
、
積
極
的
に
い

じ
め
と
し
て
認
知
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
教
育
委
員
会
と
し
て

は
人
間
関
係
が
あ
る
限
り
、
い
じ

め
は
必
ず
あ
る
も
の
と
考
え
、「
い

じ
め
解
消
率
100
％
」
を
目
指
し
た

取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
学
校
開
設
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

Ｑ　

義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
つ

い
て
、
賛
成
・
反
対
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

会
い
の
機
会
の
減
少

・
子
供
の
世
界
観
の
矮
小
化

・
手
続
き
や
準
備
の
手
間

Ｑ　

新
し
い
学
校
設
立
に
つ
い
て

の
意
見
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

・
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
重
視
し
、

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
べ
き
。

・
教
育
移
住
の
政
策
を
進
め
て
地

元
経
済
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
。

・
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
る
べ
き
。

・
浸
水
想
定
区
域
で
は
な
く
、
安

全
な
と
こ
ろ
に
建
設
し
、
避
難
所

と
し
て
も
活
用
す
べ
き
。

・
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
。

町
民
プ
ー
ル
の

　

オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

　

６
月
４
日

（火）
、
町
民
プ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
開
設
期
間

は
９
月
23
日

（月）
ま
で
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

プ
ー
ル
開
設
に
つ
い
て
の
詳
細

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
開
設
時

間
を
は
じ
め
、
昨
年
と
異
な
る
点

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

７
月
29
日
か
ら
の
４
日
間
で

「
小
学
生
プ
ー
ル
教
室
」
、
８
月
初

お
す
す
め
新
着
図
書

　

７
月
、
外
出
が
楽
し
い
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

「
お
で
か
け
」
に
お
す
す
め
な
本

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
「
「
か
わ
い
い
♡
」
が
止
ま
ら

な
い
お
に
ぎ
り
＆
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

弁
当
」　

ｍ
ａ
ｎ
ａ　

著

　

見
た
目
か
わ
い
く
お
弁
当
時
間

を
楽
し
く
す
る
工
夫
い
っ
ぱ
い
の

レ
シ
ピ
本
。
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

メ
ニ
ュ
ー
に
も
。

●
「
初
め
て
で
も
自
分
で
で
き

る
！
着
物
の
着
付
け
と
帯
結
び
」　

赤
平
幸
枝　

監
修

　

振
袖
、
小
紋
、
浴
衣
な
ど
、
種

類
ご
と
に
着
付
け
と
帯
結
び
を
一

か
ら
学
べ
ま
す
。

頭
に
は
「
小
学
生
水
泳
大
会
」
も

開
催
予
定
で
す
。

　

今
年
度
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
楽
し
く
安
全
に
、
泳
ぎ
に
、

涼
み
に
、
町
民
プ
ー
ル
を
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

６
月
３
日

（月）
町
民
交
流
セ
ン
タ

ー
あ
ゆ
み
で
少
年
の
主
張
第
37
回

厚
沢
部
町
予
選
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

厚
沢
部
中
学
校
か
ら
６
名
の
発

表
者
が
選
ば
れ
、
家
庭
や
学
校
生

活
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
自
分

自
身
の
言
葉
で
発
表
し
ま
し
た
。

５
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
審
議
の

結
果
、
最
優
秀
賞
を
３
年
生
の  

中
川
心
花（
な
か
が
わ　

こ
は
な
）

さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
修
学
旅
行
で
九
州

を
訪
れ
、
長
崎
県
で
は
原
爆
資
料

館
、
鹿
児
島
県
で
は
特
攻
兵
の
遺

品
を
展
示
し
て
い
る
知
覧
特
攻
平

和
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

原
子
爆
弾
の
破
壊
力
や
特
攻
兵

が
残
し
た
手
紙
を
見
て
感
じ
た
、

戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け

な
い
、
自
分
達
も
現
在
の
生
活
を

当
た
り
前
だ
と
思
わ
ず
に
、
全
て

の
人
に
思
い
や
り
を
持
ち
、
今
を

大
切
に
生
き
る
こ
と
が
大
切
だ
と

言
う
思
い
を
会
場
に
響
き
渡
る
力

強
い
言
葉
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
２
年
生
の

休館日：毎週月曜日
　　　　(月曜が祝日の場合、その翌日が休館日 )

電話番号：（０１３９）６４-３３０１ 
※昨年と電話番号が変わっています。

※事情により臨時休館・開設時間の変更等の対応を
する場合がございますのでご了承願います。

令和６年度プール開設時間表

開設期間 ９月２３日（月・祝）まで

開設時間

６月・９月 14：00～20：00

７月・８月 10：00～20：00

少
年
の
主
張

「
厚
沢
部
町
予
選
大
会
」

三
上
響
太
（
み
か
み　

き
ょ
う
た
）

さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
愛

犬
と
の
思
い
出
か
ら
、
ペ
ッ
ト
や

親
し
い
人
と
一
緒
に
過
ご
せ
る
時

間
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
き
、
後
悔
を
し
な
い
よ
う
に
時

間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
い

う
気
持
ち
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

特
別
賞
を
受
賞
し
た
２
年
生
の

二
宮
悠
（
に
の
み
や　

は
る
）
さ

ん
は
雪
融
け
時
に
見
つ
け
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
の
容
器
を
き
っ
か
け

に
、
厚
沢
部
の
町
に
様
々
な
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
発
表
で
は
自
分
達
で
も

で
き
る
ゴ
ミ
を
減
ら
す
方
法
を
提

案
し
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
と
三
上
さ
ん
は
６
月

28
日
せ
た
な
町
で
開
催
さ
れ
る
檜

山
地
区
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

▲中川心花さんの発表
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◎
保
険
証

◎
減
額
認
定
証

新しい認定証は

橙 色
となります

新しい保険証は

水 色
となります

★
保
険
証
の
受
取
時
に
不
在
の
場
合
は
？

　

簡
易
書
留
郵
便
は
受
領
印
が
必
要
な
た
め
、
不
在

の
場
合
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。
配
達
時
に
不
在
の
場

合
に
は
、
受
け
取
り
方
法
が
記
載
さ
れ
た
「
郵
便
物

等
お
預
か
り
の
お
知
ら
せ
」
が
投
函
さ
れ
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
に
あ
る
手
続
き
を
指
定
さ
れ
た
郵
便
局
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
局
で
の
保
存
期
間
（
７
日
間
）
を
過
ぎ
役
場

に
保
険
証
が
返
戻
さ
れ
た
場
合
は
、
現
在
使
用
し
て

い
る
保
険
証
と
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
を
役
場

住
民
税
務
課
国
保
係
の
窓
口
に
持
参
し
更
新
し
て
く

だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
は
お
早
め
に
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

『被保険者証』の更新について

★
減
額
認
定
証
の
交
付
対
象

　

減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
認
定

証
）
に
つ
い
て
、
新
た
に
必
要
と
な
る
方
は
住
民
税

務
課
国
保
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 （

限
度
額
適
用
・

　

標
準
負
担
額
認
定
証
）

　

紛
失
し
た
時
や
汚
れ
た
と
き
は
12
月
1
日
ま
で
は

再
交
付
可
能
で
す
。
住
民
税
務
課
国
保
係
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
は
紙
の
保
険
証

が
発
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
更
新
時
期
で
す
！

令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
の
保
険
証
を

簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

★
12
月
２
日
以
降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

　
　
　
　
　
　
　
　

保
有
し
て
い
な
い
場
合
は
？

　

12
月
２
日
以
降
、
保
険
証
利
用
登
録
が
さ
れ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い
な
い
方
に
は
、

「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ
、
引
き
続
き
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
格
確
認
書
の
発
行
に

は
住
民
税
務
課
国
保
係
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

国民健康保険
後期高齢者医療保険

後期高齢者医療被保険者証

新しい色は何色？

★
保
険
証
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
令
和
６
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
７
月
更
新
と

な
り
ま
す
。

　

郵
送
す
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
７
年
７
月

31
日
ま
で
に
な
り
ま
す
。

※
保
険
証
送
付
時
に
個
人
番
号
の
下
４
ケ
タ

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
自
身
の
個
人
番
号

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
て
も
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
に
て
保
険
証
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
と

保
険
証
と
し
て
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

★このページに関するお問い合わせ★

　住民税務課国保係　☎６４-３３１３

介護保険が変わります！

　

介
護
保
険
制
度
で
は
３
年
ご
と
に
事
業
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
介
護
保
険
料
を
決
定
し
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
３
年
間
の
介
護
保
険
料

は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
今
回
か
ら
国
の
指

針
に
沿
っ
て
、
所
得
段
階
が
９
段
階
か
ら
13
段

★
所
得
段
階
が
９
段
階
か
ら
13
段
階
へ

段階 対象者 保険料の設定 年額保険料

第１段階

世帯全員が

町民税非課税

老齢福祉年金を受けている人又は生活保護受給の人

前年の本人合計所得＋課税年金収入が８０万円以下の人
基準額×0.285 23,200円

第２段階
前年の本人合計所得＋課税年金収入が８０万円を超え、

１２０万円以下の人
基準額×0.485 39,500円

第３段階 前年の本人合計所得＋課税年金収入が１２０万円を超える人 基準額×0.685 55,800円

第４段階
世帯の誰かが

町民税課税

本人が町民税非課税で前年の本人合計所得＋課税年金収入

が８０万円以下の人
基準額×0.9　 73,400円

第５段階
本人が町民税非課税で前年の本人合計所得＋課税年金収入

が８０万円を超える人
基準額×1.0　 81,600円

第６段階

  本人が

町民税課税

前年の本人合計所得が１２０万円未満の人 基準額×1.2　 97,900円

第７段階 前年の本人合計所得が１２０万円以上２１０万円未満の人 基準額×1.3　 106,000円

第８段階 前年の本人合計所得が２１０万円以上３２０万円未満の人 基準額×1.5　 122,400円

第９段階 前年の本人合計所得が３２０万円以上４２０万円未満の人 基準額×1.7　 138,700円

第10段階 前年の本人合計所得が４２０万円以上５２０万円未満の人 基準額×1.9　 155,000円

第11段階 前年の本人合計所得が５２０万円以上６２０万円未満の人 基準額×2.1　 171,300円

第12段階 前年の本人合計所得が６２０万円以上７２０万円未満の人 基準額×2.3　 187,600円

第13段階 前年の本人合計所得が７２０万円以上の人 基準額×2.4　 195,800円

階
へ
と
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
保
険
料

は
、
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運
営
し
、
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
に
は
、
誰
も
が
安
心

し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
大
切

な
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和６年度段階保険料（基準額 6,800 円）

★介護保険に関するお問い合わせ★

　保健福祉課介護保険係　☎６４-３３１９

　

前
号
「
農
業
委
員
だ
よ
り
」
に

掲
載
し
た
令
和
５
年
中
に
契
約
さ

れ
た
町
内
農
地
の
賃
貸
及
び
売
買

価
格
（
10
ａ
あ
た
り
）
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

田 畑

平均価格

（10aあたり）
 122,100円  57,000円

最高価格

（10aあたり）
 215,000円 100,000円

最低価格

（10aあたり）
  24,000円  25,000円

農地賃貸価格
令和５年１月～ 12 月実績

農地売買価格
令和５年１月～ 12 月実績

※平均から一定の偏りがあるデータは

　除いています。

※平均から一定の偏りがあるデータは

　除いています。

前
号

「
農
業
委
員
だ
よ
り
」

掲
載
情
報
を
訂
正
し
ま
す

田 畑

平均価格

（10aあたり）
 13,800円 　4,900円

最高価格

（10aあたり）
 27,000円 　8,000円

最低価格

（10aあたり）
  2,400円 　2,500円

北

海

道

新

幹

線

環
境
影
響
評
価
書

の
公
表
に
つ
い
て

　

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運

輸
施
設
整
備
支
援
機
構
は
、「
北

海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
札
幌
間
）

環
境
影
響
評
価
書
（
北
海
道
）
平

成
14
年
１
月
」
に
基
づ
く
事
後
調

査
等
報
告
書
（
令
和
５
年
度
）
新

函
館
北
斗
・
札
幌
間
（
令
和
６
年

３
月
付
）
を
、
環
境
影
響
評
価
法

第
27
条
に
基
づ
き
、
次
の
通
り
公

表
し
ま
す
。

●
閲
覧
期
間
及
び
場
所

★
期
間　

７
月
１
日

（月）
か
ら

　
　
　
　
　
　

７
月
29
日

（月）
ま
で

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
20

　

日
間

★
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

★
場
所　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー
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今月は、保健師　笹森　志穂　です

ごめんください
　　保健師です！ 402「褒めること」が

子どもの自信になる

褒められる

 ■個別検診のご案内

　褒めるとは、「それは良いことだよ」というポジティブサインです。そして、もともと備わっている「子

どもの育つ力」を励まし、発達に応じたサポートをしながらよい方向へ導くための表現方法です。

　よい結果や大きな変化が見られたときだけでなく、大人の目からみてできて当たり前と思うようなこ

とも褒める対象です。子どもにとっては「できてうれしい」ことを大好きな家族に「できたね」と認め

られることは、ポジティブな経験となり次の行動への意欲につながります。

 どうやって褒めたらいいの？

☆問合せ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９

〇国保病院で受ける特定健診・がん検診
対象：40 歳～ 74 歳の国民健康保険加入者

〇函館市の医療機関で受ける乳がん・子宮がん検診
対象：乳がん検診：20 歳以上、子宮がん検診：20 歳以上

※詳しい内容は回覧されるチラシをご確認ください。

〇「褒める」ことでよいイメージが連鎖していきます。

→
認められた
という喜び →

自信がつく
自分を肯定できる →

新たな意欲
につながる

　褒めて育てることがいいとわかっていても、子育てしているとつい注意が先に口を出てしまうもの。し

かし、「いいな」「がんばったな」「またしてほしいな」と思った行動はすかさず言葉や態度で表現して褒

めるようにしてみましょう。心で思うだけではなく、「○○できたね」と行動を承認し、さらに「うれしい」

「ありがとう」など、あなたの気持ちを伝えるとさらに素敵です。

 ４つのテクニックで褒め上手に！

　

　　いまできていることを見つけて褒める

日頃から子どもがしていることに目を向けてみ

ましょう。以前より少しでもできていることや、

自分で考えて行動していることがたくさんあり

ます。

　　他の子と比べず過去からの成長を褒める

「あの子よりできている」という表現より、過

去の自分から伸びたところを褒められ、成長を

認めてもらった方が今後の励みになります。

　　「いいな」と思ったその時に褒める

「いいな」と思ったら褒め時です。結果だけで

なく、頑張りのプロセスも褒めるようにしまし

ょう。頭をなでたり、抱きしめたりするのも効

果的です。

　褒めっぱなしにせず、次の行動を見届ける

子どもはきっと「また褒められたい」と思って

います。昨日できていたことでも、今日もでき

ていたら繰り返し何度も褒めてもいいのです。

（４食分）

だし入りトマトカレー

　

　市販のルウは控えめに、だしやカレー粉

を加えることで減塩・カロリー減になりま

す。

　トマトは完熟したものを活用すると、よ

りフレッシュでおいしさが増します。

【材料】 【数量】 【作り方】

鶏もも肉 １００ｇ
①鶏肉は食べやすい大きさに
　切ります。にんじんは乱切
　り、玉ねぎは角切りにしま
　す。

②鍋に油を熱し鶏肉・野菜を
　炒めます。玉ねぎに火が　
　通ったら水５００ｍｌ加え
　て煮立たせます。

③材料全体に火が通ったらト
　マト缶、各種だし、カレー
　粉、コンソメ、ルウを加え
　て味を調えます。

④お好みで揚げ野菜やゆで野
　菜等をトッピングします。
　

にんじん １/３本

たまねぎ １個

トマト缶 大さじ３

煮干しだし（粉末） 小さじ２

昆布だし（粉末） 小さじ２

カレー粉 大さじ２

顆粒コンソメ 小さじ１

市販ルウ ２０ｇ（１片）

油 適量

トッピング野菜 お好みで

食改からの
コメント

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

食生活
改　善
協議会

定
額
減
税
や
給
付
金

を
か
た
っ
た
不
審
な

電
話
・
メ
ー
ル
に
ご

注
意
を
！

　

定
額
減
税
に
つ
い
て
は
、
国
税

庁
（
国
税
局
、
税
務
署
を
含
み
ま

す
）
や
都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら

「
定
額
減
税
の
関
係
で
還
付
を
受

け
ら
れ
る
の
で
」
と
切
り
出
し
、

個
人
情
報
（
銀
行
の
口
座
番
号
や

暗
証
番
号
な
ど
）
を
電
話
や
メ
ー

ル
で
お
聞
き
す
る
こ
と
や
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
操
作
を
依
頼
す
る
連
絡
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

お
心
当
た
り
の
な
い
電
話
・

メ
ー
ル
が
来
た
場
合
、
絶
対
に
銀

行
口
座
情
報
等
を
伝
え
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
や
被
害
の
相
談
に

つ
い
て
は
、

　

警
察
相
談
専
用
電
話

　
　
　

☎
（
♯
９
１
１
０
）

ま
た
は
、
警
察
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

身
体
・
知
的
障
害
者

　
　
　
　
相
談
員
に

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

町
で
は
身
体
や
知
的
に
障
害
の

あ
る
人
た
ち
の
相
談
を
受
け
た

り
、
指
導
を
行
っ
た
り
す
る
障
害

者
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
員
は
道
の
地
域
相

談
員
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
障
害

者
に
対
す
る
虐
待
、
差
別
等
の
不

利
益
な
扱
い
な
ど
に
関
す
る
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
方
々
を
支
援
す
る

「
身
近
な
相
談
役
」
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
町
身
体
障
害
者
相
談
員

　
　

兼
地
域
相
談
員

(

新　

栄)

澤
口　

安
秀

　
　
　
　
　
　
☎
６
６-

２
７
３
４

〇
町
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　

兼
地
域
相
談
員

(

赤
沼
町)

長
谷
川　

義
晴　

　
　
　
　

☎
６
４-

３
９
４
１

友だち登録を
お願いします

イベント情報、災害情報をお届けします。

厚沢部町公式ＬＩＮＥ
お友だち募集中！
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令
和
５
年
12
月
号
の
広
報
で
は

裁
判
所
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い

て
お
話
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で

は
法
律
事
務
所
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
化

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

法
律
事
務
所
で
は
、
日
々
あ
ら

ゆ
る
法
律
相
談
の
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
相
談
希

望
者
が
法
律
問
題
を
抱
え
て
い
る

自
覚
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
法
律

問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
不
安
を
持
っ
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
相
談
希
望
者
が
自
発
的

に
弁
護
士
の
話
を
聞
き
に
行
っ
て

法
律
問
題
を
解
決
し
て
現
に
抱
え

て
い
る
不
安
を
払
拭
し
よ
う
と
決

意
し
た
」
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

　

そ
う
す
る
と
、
「
法
律
問
題
を

抱
え
て
い
る
自
覚
が
な
い
方
」
や

「
法
律
問
題
に
対
す
る
不
安
を
持

っ
て
い
な
い
方
」
は
、
自
発
的
に

法
律
相
談
に
行
っ
て
み
よ
う
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
う
し
た

自
覚
が
あ
っ
た
り
、
不
安
を
持
っ

て
い
た
り
し
て
も
、
法
テ
ラ
ス
江

差
法
律
事
務
所
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
方
ま
た
は
（
著
し
く
）

困
難
な
方
は
、
自
発
的
に
法
律
相

談
に
行
っ
て
み
よ
う
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
殊
に
、
檜
山
・
渡
島
西
部

と
い
う
管
轄
が
広
い
法
テ
ラ
ス
江

差
法
律
事
務
所
で
勤
務
し
て
い
る

と
、
来
所
さ
れ
る
こ
と
の
負
担
の

大
き
さ
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
法
律
問
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
へ
の
気
付
き
を
与
え
る

契
機
を
作
っ
た
り
、
気
軽
に
法
律

相
談
に
行
こ
う
と
思
え
る
環
境
を

整
備
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
多
く
の
方
々
に
法
律
問
題
と

向
き
合
う
機
会
を
ご
提
供
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
ぐ
に
、
か
つ
一
度
に
、
檜
山
・

渡
島
西
部
全
域
を
対
象
に
こ
う
し

た
機
会
を
ご
提
供
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
が
、
私
の
中
で
は
や
る

こ
と
自
体
は
既
に
決
め
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
展
開
に
ご
注
目
く

だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
Ⅰ
Ｔ
化
に
つ
い
て
②
～

vol.147
★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
　

弁
護
士　

川
口　

智
博
】

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

国
民
年
金
保
険
料
免
除
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
所
得
が
少
な
い
時

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、『
保
険
料
の
免
除
』
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

『
免
除
』
に
は
全
額
免
除
や
保

険
料
の
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分

の
１
が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
、

若
年
者
（
50
歳
未
満
）
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申

請
時
点
の
２
年
１
ヵ
月
前
の
月
分

ま
で
で
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
が
一
の

際
に
障
害
年
金
等
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
失
業
等
の
特
例
免
除
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除

は
配
偶
者
及
び
世
帯
主
、
若
年
者

納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶
者

や
世
帯
主
が
失
業
等
に
該
当
す
る

場
合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

住
民
係

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

の
販
売
に
つ
い
て

７
＆

行
事

８
知
お

ら
せ

＆

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

７
月
の
休
日
当
番
医

　
７月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科

　　９日（火）
　　10 日（水）※午後休診
　　23 日（火）
　　24 日（水）※午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)

発 熱 外 来
（完全予約制）

午後　月～金曜日
（午前8時45分～午後1時、電話受付）

※熱や咳などの症状のある方は来院前に
　必ずお電話ください。

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付)
午後　金曜日　

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　5.26日（午前11時迄の受付）
午後　5.18.26日

呼吸器内科 午前　金曜日　午後　木曜日

神 経 内 科 午前　5.19日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　12日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科 午前　月～金曜日　午後　月・火・木曜日

産 婦 人 科 午前　1.2.30日　午後　1.29日

耳鼻咽喉科
午前　2.3.11.16.17.24.25.30.31日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　10.24日

眼 科
午前　4.18日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　3.17.24日

皮 膚 科 午前　火曜日

　～新任医師紹介～～新任医師紹介～

当 番 医 病　院　名（電話番号）

7月7日（日）　勤医協診療所（52-1366）

14日（日）　道立江差病院（52-0036）

15日（月）　乙部町国保病院（62−2331）

21日（日）　厚沢部町国保病院（64-3036）

28日（日）　道立江差病院（52-0036）

　

循環器内科　

櫻田　心太郎　医師

（さくらだ　しんたろう）

前任地：天使病院
専門及び関心のある領域 :循環器・腎臓・代謝内分泌
趣味：映画、旅行
特技：格闘技
患者さんへ一言：札幌医科大学の循環器・腎臓・代謝内分泌内科に
所属しており、心・腎臓病に加え、それらの予防に重要な高血圧・
糖尿病・脂質異常症といった生活習慣病の管理を専門としておりま
す。皆様の健康で快適な暮らしに少しでも役立てるように精進いた
しますので、よろしくお願い申し上げます。

総合診療科

花田　健斗　医師

（はなだ　けんと）

前任地：北大病院
専門及び関心がある領域：総合診療、救急集中治療
趣味：バドミントン、スキー、ドライブ
特技：バドミントン
患者さんへ一言：初めての江差生活ですが綺麗な景色に囲まれとて
も好きになりました。総合診療医として地域の皆様のお役に立てる
よう精進してまいります。よろしくお願いいたします。
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★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★

７月 27 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎ 0139-53-6301）】

令和６年５月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,059 944 1,046 1,990（－1）

鶉地区 311 285 293 578（－1）

館地区 424 367 406 773（－2）

全 町 1,794 1,596 1,745 3,341（－4）

※外国人住民を含む

町の人口

（６月20日届出分まで）

今月の寄附件数 22件

今月の寄附金額 510千円
令和６年度

寄附件数累計 45件
令和６年度

寄附金額合計 1,124千円

前年度寄附金額 15,884千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（６月 18 日届出分まで）

戸籍の窓

連続１２５ 日８

令和６年６月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

おくやみもうしあげます

善
意
感
謝
致
し
ま
す

－７月＆８月の行事＆お知らせ－

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

新
町
・
山
田
節
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

　

館
町
・
加
藤
明
美
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　

Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

平
井　

孝
博

　

株
式
会
社　

森
川
組

代
表
取
締
役
社
長　

森
川　

明
紀

令和７年度厚沢部町役場職員採用資格試験について

試験区分 一般事務職員（初級）

受験資格 初級
 平成15年４月２日から
　　　　　平成19年４月１日までに生まれた方

第１次試験方法 教養試験、論文・作文試験、総合適性検査

第１次試験日時 初級：９月22日（日）

第１次試験会場
乙部町「乙部町民会館」
（乙部町字館浦4-1）

受付期間
初級：令和６年７月１日（月）から８月２日（金）まで

（上級の受付は終了しました）

採用人数 初級：１名

申込用紙の配布場所
及び

提出、お問合せ先

●厚沢部町役場総務財政課総務係
　☎０１３９－６４－３３１１
　〒043-1113　檜山郡厚沢部町新町207番地
※町ＨＰからも申込書はダウンロードできます。

●檜山町村会事務局
　☎０１３９－５２－３５４４
　〒043-8558　江差町字陣屋町336-3
　　　　　　　檜山合同庁舎内

新　町　山田　誠喜さん（90 歳）  5/28

南館町　西　かしみさん（88 歳）　5/29

富　栄　中納　時雄さん（83 歳）　6/8

－７月＆８月の行事＆お知らせ－

　

令
和
６
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（金）
で
し

た
。
７
月
上
旬
時
点
で
納
税
確
認

で
き
な
い
方
へ
、
７
月
19
日

（金）
に

督
促
状
を
発
付
し
ま
す
。

　

督
促
状
を
受
け
取
っ
て
も
放
置

し
た
場
合
、
差
押
な
ど
の
滞
納
処

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
納
税
さ
れ
て
い
な
い
方
は

至
急
納
税
し
て
下
さ
い
（
納
付
確

認
ま
で
10
日
ほ
ど
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）
。
ま
た
、
す
ぐ
に
納

税
で
き
な
い
場
合
は
早
急
に
問
合

せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

檜
山
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
５
２
‐
６
４
７
３

□
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

◆
資
格　

18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の

男
女

◆
受
付
期
間　

年
中
実
施

◆
試
験
期
日（
左
記
の
う
ち
１
日
）

　

７
月
５
日

（金）
～
７
日

（日）

　

８
月
23
日

（金）
～
26
日

（月）

　

９
月
23
日

（月）
～
24
日

（火）

　

10
月
25
日

（金）
～
28
日

（月）

　

11
月
15
日

（金）
～
18
日

（月）

　

12
月
15
日

（日）
～
16
日

（月）

□
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

◆
資
格　

18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の

男
女

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日

（月）

　
　
　
　
　
　
　

～
９
月
３
日

（火）

◎
ま
な
び
っ
く

☆
７
月
11
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

☆
7
月
25
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

警
察
音
楽
隊
・
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
つ
い
て

　

７
月
５
日

（金）
北
海
道
警
察
音
楽

隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
厚
沢
部

町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
「
道
民
と
警
察
を

結
ぶ
音
の
架
け
橋
」
と
し
て
道
内

各
地
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る

自
衛
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

◆
試
験
期
日（
左
記
の
う
ち
１
日
）

◇
１
次
試
験　

９
月
18
日

（水）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
21
日

（土）

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
可
能
。

□
航
空
学
生
（
海
・
空
）

◆
資
格　

（
海
）18
歳
以
上
22
歳
ま
で
の
男
女

（
空
）18
歳
以
上
20
歳
ま
で
の
男
女

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日

（月）

　
　
　
　
　
　
　

～
９
月
５
日

（木）

◆
試
験
期
日

◇
１
次
試
験　

９
月
16
日

（月）

□
防
衛
大
学
校

◆
資
格　

　
　

18
歳
以
上
20
歳
ま
で
の
男
女

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日

（月）

　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
17
日

（木）

◆
試
験
期
日

◇
１
次
試
験　

11
月
２
日

（土）

□
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
）

◆
資
格　

　
　

18
歳
以
上
20
歳
ま
で
の
男
女

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日

（月）

　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
９
日

（水）

◆
試
験
期
日

◇
１
次
試
験　

10
月
19
日

（土）

□
防
衛
医
科
大
学
校（
看
護
学
校
）

◆
資
格　

　
　

18
歳
以
上
20
歳
ま
で
の
男
女

自
動
車
税
種
別
割
を
納
め
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？

警
察
音
楽
隊
が
厚
沢
部
町
に
来
る

貴
重
な
機
会
で
す
。
詳
し
い
日
程

や
内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
願
い
ま
す
。

●
日
時　

７
月
５
日

（金）　

　
　
　
　

開
場
17
時
～

　
　
　
　

開
演
17
時
30
分
～

●
場
所　

　
　

町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

●
入
場
無
料

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日

（月）

　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
２
日

（水）

◆
試
験
期
日

◇
１
次
試
験　

10
月
19
日

（土）

★
問
合
せ
先　

　

自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
２
４
７
６

　

役
場
総
務
財
政
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
１

海
上
保
安
学
校

　
　
　

採
用
試
験
に
つ
い
て

◆
資
格　

　
　
　

高
卒
後
12
年
未
満
の
男
女

◆
課
程　

一
般
、
管
制
、
航
空
、

海
洋
情
報

◆
教
育
期
間　

　

管
制
課
程
２
年
、
他
課
程
１
年

◆
受
付
期
間　

７
月
16
日

（火）

　
　
　
　
　
　
　

～
７
月
25
日

（木）

◆
試
験
期
日

◇
１
次
試
験
９
月
22
日

（日）

◇
試
験
地　

札
幌
市
、
函
館
市
、

小
樽
市
、
旭
川
市
、
釧
路
市

★
問
合
せ
先　

　

海
上
保
安
本
部
総
務
部
人
事
課

　
☎
０
１
３
４
‐
２
７
‐
０
１
１
８

あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
の
開
催
に
つ
い
て

　

第
19
回
『
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
』
が
７
月
20
日

（土）
、
役

場
前
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す

（
雨
天
決
行
）
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

「
角
川　

博
・
本
間　

愛
音
」
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
今
年
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
も
開
設
。
濡
れ
て
も
大
丈
夫

な
服
装
で
着
替
え
も
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
夏
ま
つ
り
恒
例
の
あ
っ
さ

ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ
ッ

ケ
揚
げ
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鮎
の
塩
焼
き
、
飲
食
物

も
数
多
く
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
回
覧
さ
れ
る
チ
ラ
シ

ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
！おたんじょうおめでとう！

新　町　笠　原　康
こうたろう

太郎　くん   5/17

　　　　（一樹さん＆美久さん）

緑　町　由　利　渚
なぎさ

あ紗  ちゃん 5/24　　　　

　　　　（拓也さん＆智美さん）
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あとがき
▼
歯
に
隙
間
が
あ
り
ま
す
。
絶

妙
な
隙
間
で
、
食
べ
物
が
挟
ま

る
と
が
っ
ち
り
ホ
ー
ル
ド
し
、

簡
単
に
は
取
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

絶
妙
な
隙
間
か
ら
何
か
革
新

的
な
発
明
が
で
き
る
の
で
は

と
無
駄
な
妄
想
を
し
て
い
た

ら
、
つ
い
に
は
痛
み
が
現
れ
、

歯
医
者
に
行
く
と
虫
歯
で
し

た
。
虫
歯
の
進
行
に
伴
い
隙
間

が
で
き
た
の
か
、
隙
間
に
挟
ま

っ
た
食
べ
物
か
ら
虫
歯
が
生

じ
た
の
か
、
卵
が
先
か
鶏
が
先

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
時
す
で

に
遅
し
。
虫
歯
で
痛
み
が
生
じ

た
ら
手
遅
れ
だ
そ
う
で
、
歯
の

神
経
を
取
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
88
歳
で
す
べ
て
の
歯
が

現
役
な
祖
父
に
習
い
、
虫
歯
の

再
発
防
止
を
固
く
決
意
し
た

私
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
広
報

を
作
成
し
な
が
ら
気
づ
け
ば

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
、
加
糖

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
る
の

で
す
。
口
の
中
も
自
分
に
も
甘

い
の
で
し
た
。

▼
さ
て
、
夏
を
迎
え
各
種
イ
ベ

ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
広
報

マ
ン
の
腕
が
鳴
り
ま
す
。
表
紙

は
館
城
跡
ま
つ
り
で
披
露
さ

れ
た
当
路
鹿
子
舞
で
す
。
実
は

私
も
踊
り
手
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。（
表
紙
の
ど
れ
か
が

私
で
す
。）
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
鹿
子
舞
に
慣
れ
親
し
ん
で

き
た
方
々
の
中
に
、
町
外
出
身

の
私
は
30
代
で
加
入
。
何
と
か

踊
り
に
食
ら
い
つ
い
て
い
ま

す
。
大
人
に
な
る
と
新
し
い
こ

と
を
始
め
る
の
が
億
劫
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
や
っ
て
み
る

と
案
外
で
き
る
も
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
さ
あ
皆
さ
ん
も

鹿
子
舞
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

(

あ
ら
き)

　

５
月
31
日

（金）
、
保
育
園
留
学
の
寮
の
完
成
お
披
露
目
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寮

は
「
保
育
園
留
学
」
専
用
の
滞
在
施
設
と
し
て
株
式
会
社
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
（
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
山
本
雅
也
氏
）
が
建
設
し
た
も
の
で
す
。
黄
色
い
外
観
の
「
と
う
き
び
の
家
」、

緑
色
の
外
観
の
「
あ
す
ぱ
ら
の
家
」
の
２
棟
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
設
計
の
段
階
で

認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
の
先
生
や
園
児
た
ち
の
意
見
も
反
映
し
、
空
中
渡
り
廊
下
や
隠
れ

家
の
よ
う
な
ロ
フ
ト
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
就
学
の
子
育
て
家
族
の
た

め
の
食
器
や
安
全
柵
等
を
完
備
。
さ
ら
に
「
こ
ど
も
主
義
」
と
し
て
こ
ど
も
の
暮
ら
し
や

す
さ
に
振
り
切
り
、
唯
一
の
洗
面
台
は
こ
ど
も
サ
イ
ズ
に
ス
ケ
ー
ル
ダ
ウ
ン
さ
れ
て
い
る

の
も
特
徴
で
す
。

　

お
披
露
目
会
に
参
加
し
た
認
定
こ
ど
も
園

は
ぜ
る
の
園
児
と
先
生
た
ち
は
「
こ
ん
な
家

に
住
み
た
い
！
」「
泊
ま
り
た
い
！
」
と
目

を
輝
か
せ
て
内
覧
し
て
い
ま
し
た
。
６
月
２

日
（日）
か
ら
は
、
す
で
に
保
育
園
留
学
参
加
の

ご
家
族
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
も
う

２
棟
建
設
し
、
移
住
希
望
者
の
家
族
へ
賃
貸

す
る
計
画
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ゆ
る
や
か
な

移
住
に
向
け
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

時
と

間
き

刻 む
を

▲内部は木のあたたかみが感じられます。

▲洗面台はこどもスケール

保
育
園
留
学
の
「
寮
」
が
２
棟
完
成
！

▲黄色い外観の「とうきびの家」

▲空中渡り廊下に胸踊る園児。
　落下防止のネットも配備されています。

▲外観が緑色の「あすぱらの家」


